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(八つあん） お～い熊

さん、「シューダンジ

ェイ犬」って猛犬がう

ろついて問題になって

るてんだが回覧は回ってきてるかい。

(熊さん） なんでえ八､そんなに息切ら

して慌てるんじゃねえやい。そりゃ「シ

ューダンジェイ犬」じゃなくって「集団

自衛権」というもんでえ。

(八つあん） （「集団自衛権」？なんだ

猛犬じゃねえのか。そうか、「集団で自

衛する」てことは「みんなで守る」って

ことだからいいことだったんだな。

(ご隠居さん） おいおい八つあん、相変

わらず、おまえさんは

お調子もんだだねえ。

「集団」って言ったっ

て、おまえさん。もし

だよ、あの馬鹿力で乱

暴者の「カバ右衛門」

と一緒に集団を組むってことになったら

どうするね。

(八つあん） もしもし大家さん、恐ろし

いこと言わないでくだせえ。カバ右衛門

はこの町内だけでなく､他の町にまでも

難癖つけて怒鳴り込んでる奴じゃねえで

すか。子分になる奴にはいい顔するけど、

逆らったり気に入らない奴には手の平が

ひっくり返るだけじゃなく､張り手まで

飛んでくるって奴ですぜ。土足で上がっ

て､家は壊すは、家の者は殴り倒すは、

とんでもねえ奴ですぜ。

(熊さん） 「永楽」って店では、「おま

えの店のやり方は悪い」

とかいいながら、とどの

つまり店の庭先でとれる

油がいいので欲しいって

んで、殴り込んで後は無

茶苦茶ですぜ。

(ご隠居さん） 「蛙風丸（あふうがん）」

って薬屋には、「おまえの所の『手漕ぎ

船の 艪（ろ）』と言う薬、略して手艪（て

ろ）で頭の毛が抜けてしまった」といち

ゃもんつけて殴り込み、収拾がつかねえ

ままだ。
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おなじみの長屋政談

猛犬・シューダンジェイ犬

ならぬ集団自衛権



(八つあん） そうでしょ、そんな奴と一

緒にやれば、手先で使われて怪我をする

のはこっちでさ。

(熊さん） ところ

で大家さんに、ち

ょいと伺いてえこ

とがあるんで。武

器（軍事力）をた

くさん集めれば､相

手はびびって逆ら

わなくなる（抑止力）ってカバ右衛門や

その手下のアベコベの平助が言うんだけ

ど、オイラ、ちょっと納得できねえんで

やすが、オイラの頭が悪いんですかい。

(ご隠居さん） 熊さん、お前さん大した

もんだよ。カバ右衛門の所には売るほど

武器が有り余ってるじゃろ。それでカバ

右衛門は諍い（いさかい）や喧嘩をやら

ないかい？向こうから喧嘩を売ってもい

ないのに、勝手に喧嘩に押しかけてるじ

ゃろ。だから武器をたくさん持ってりゃ

相手がびびって平和になるってのは、現

実とかけ離れた宣伝

文句じゃ。

然るべき所からお仕

置きされてしかるべ

きじゃとワシは思っ

とる。

(八つあん） それじ

ゃ、やっぱりオイラが思ってたとおりじ

ゃねえか。シューダンジェイ犬じゃねえ

集団自衛権てのも怖いもんじゃねえです

かい。

(ご隠居さん） そうじゃそうじゃ。八の

言うとおりじゃ。それじゃ、今夜の寄り

合いで長屋のみなさんにも話をするかい

の。

自衛隊について日本共産党の見方・方針

日本共産党の自衛

隊に対する態度は『憲

法９条の完全実施（自

衛隊の解消）』と明記

されています。ただ

し国民多数の合意の

元で解消できると解説されています。災

害救助隊とか現状での活用を否定しては

いません。

（おまけ：傍線は編集部）

防衛省のホームページに集団自衛権が

閣議決定された後も次のような文章が掲

載されていました。新聞やネット上など

で騒ぎになっていたら、突如ページが削

除されてしまいました。今はありません。

（４）集団的自衛権

国際法上、国家は、集団的自衛権、す

なわち、自国と密接な関係にある外国

に対する武力攻撃を、自国が直接攻撃

されていないにもかかわらず、実力を

もって阻止する権利を有しているとさ

れています。わが国が、国際法上、こ

のような集団的自衛権を有しているこ

とは、主権国家である以上当然です。

しかしながら、憲法第９条の下におい

て許容されている自衛権の行使は、わ

が国を防衛するため必要最小限度の範

囲にとどまるべきものであり、他国に

加えられた武力攻撃を実力をもって阻

止することを内容とする集団的自衛権

の行使は、これを超えるものであって、

憲法上許されないと考えています。

（編集部注：カットは区画整理対策連絡会の

冊子からコピーさせた頂きました）



医療・介護総合法案を全野党が反対する

なか自民・公明が強行採決（６月 18 日)

医療・介護総合法案とは…
地域での医療と介護の『総合的な確保

を推進すること』を掲げている法案で、

患者・介護利用者に医療・介護サービス

の利用を制限し、負担を強いる内容が盛

り込まれた、異例の 19 本の一括法です。

この法に、医療・介護の現場をはじめ

幅広い国民から不安と批判の声が強まっ

ています。「社会保障のため消費税８%

はやむを得ないと思っていた」人たちも

法案の強行採決に反対の声を上げていま

す。

２回に分けて、医療と介護の改悪の具

体的内容を見てみます。今号では介護保

険についてです。

① 要支援者への訪問・通所介護を保険

給付から外し、市町村の事業に置き換え

てしまいます。そのため、これまで受け

られた専門的サービスが 11 年後には『5

割程度』に激減（厚労省の試算)。適切

なサービスが維持されません。多くの自

治体で『市町村に受け皿はなく、サービ

スに格差が生じる』と言っています。

② 要介護１・２の人は、特別養護老人

ホーム（裾野市には富岳一の瀬荘、茶畑

ヒルズ、富岳ダイヤモンドライフすその

などがあります。)に入所できません。

全国で 52 万人の特養待機者のうち 17 万

8 千人は「要介護１・２」で、今後は待

機者になることも認められません。

特養に代わる計画として政府が示した

のは、低所得者には利用できない有料老

人ホームやサービス付き高齢者住宅を民

間任せでつくるという計画だけ。一般的

に月々 15 万円以上かかるこれらの施設。

誰でも利用できるもではありません。

③ 年金収入 280 万円以上の高齢者のサ

ービス利用料負担の１割から 2 割への引

き上げ。高齢者 5 人に 1 人が対象となる

利用料の 2 倍化は、介護を必要とする高

齢者の利用抑制を引き起こしかねませ

ん。

この件について、日本共産党の小池晃

参院議員の追求で、『負担増となる高齢

者世帯では経済的余裕がある』と説明し

てきた厚労省資料は実はデタラメで、と

てもそんな余裕がないことを明らかにし

ました。動かぬ証拠を突きつけられた厚

労省は「余裕がある」との説明を撤回し、

田村憲久厚労相は非を認めました。負担

増を強いる根拠が崩れた以上、法案を撤

回するのが筋です。介護保険だけでも、

これだけの大改悪です。

次号では、医療について報告します。

是非、みなさんのご意見およせください。

医療難民・介護難民を出す

ことは許されません！悪法

の医療・介護総合法案（１）



号泣県議で注目されている政務

活動費 裾野市議会議員は？
議員には、議員報酬以外に非課税の「政

務活動費」が裾野市では議員１人に月額

22,500 円年額 27 万円支給されている。

政務活動費支給と使途は条例（裾野市の

法律）で決められている。

裾野市は政務活動での視察は事前に議

長に届けている、活動報告、収支報告、

領収書の添付は当然の義務として行われ

ている。議長の下で働く議会事務局職員

の目は厳しく議員の使途が不明確なもの

は拒否される。

今回の野々村兵庫県議の政務活動費の

使い方は異常で議員資質が問われる問題

です。「やっと議員になれたんです。」と

強調する野々村議員の目的は「単に県議

会議員になりたかっだけ」と思われても

仕方がない姿勢です。しかし落選を重ね

てきた彼が「西宮維新の会」（橋本徹大

阪市長、維新の会は全く関係ない組織と

言明）を名乗り維新の風で当選したとし

たら有権者の選択思考を磨く必要がある

のではないかと思いました。

裾野市では収支告書、領収書は公開さ

れていますので議会事務局で閲覧して下

さい。市民のみなさんの市議会議員の活

動に関心を持っていただければ幸いで

す。国会議員に月額 100 万円年額 1,200

万円に支給されている「文書交通滞在費」

と称される「政治活動費」は活動報告義

務や領収書の添付の必要性もありませ

ん。政治活動で必要と言えば、税金の支

出が不明でも問題なしの国会議員の感覚

と制度をどう思われますか。

昨年に市議団の行った市政アンケート

で、｢運動公園のジャンボすべり台が使

用禁止になっている、どうしてか？｣と

いうに声が寄せられました。早速、現地

調査も行い、一般質問でも取り上げまし

た。その後、「憩いの空間として幼児か

ら高齢者まで誰もが安心して楽しめるよ

うに」という考え方で、｢企画｣まで含ん

だ計画案を業者公募することに決定しま

した。今年の９月上旬に工事が始まり、12

月 25 日には完成する予定です。

ここで感じる消費税増税
ある集まりで、カボス缶ジュースの中身

が減った、角砂糖が少なくなった、モズ

クの量が減った、ティッシュの量が減っ

た､等々の増税の影響の話が出ました。

｢号泣県議｣は

裾野市議会にはいません

市議団アンケートに寄せら

れた声から始まって問題に

なっていた運動公園のジャ

ンボ・ローラーすべり台

造り直します!!


